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のため溶出ポテンシャル指標（PPLI; Pollution Potential Leaching Index)を提案した。こ
の指標は、繰り返し溶出試験による平均ヒ素濃度が基準値を下回る時の液固比（L/S比）を
示すものであり、ヒ素の溶出ポテンシャルを評価したものである。繰り返し溶出試験にお
ける諸条件 （試料の保管方法、液固比、使用器具の大きさ、粒子径、振とう方法、振とう
速度、振とう時間および静置の有無、遠心速度およびろ過方法）が結果に与える影響を比
較した。全ての試験における PPLIによる溶出ポテンシャル評価の再現性はある程度保証さ
れた。これらの結果が建設発生土中のヒ素の移動性に関する知見をもたらし、ヒ素汚染の
適切な評価およびレメディエーションの手法を構築する上で有用であることを期待する。 
